
高品質な野菜を

安定的に消費地へ

特集

　
Ｊ
Ａ
で
は
「
い
わ
て
平
泉
ブ
ラ
ン
ド
」
を
消
費
地
へ
浸
透
さ
せ
、
消
費
者
か
ら
の

信
頼
を
得
ら
れ
る
産
地
形
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
夏
場
の
高
温
な
ど
に

よ
り
野
菜
の
収
穫
量
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
夏

秋
野
菜
の
本
格
的
な
出
荷
時
期
を
迎
え
、野
菜
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
は
６
月
13
日
、
野
菜
販
売
対
策
会

議
を
開
き
ま
し
た
。
各
品
目
の
部
会
代
表

者
や
行
政
機
関
、
市
場
関
係
者
な
ど
が
出

席
し
、
令
和
６
年
度
の
野
菜
・
菌
茸
の
販

売
金
額
16
億
１
７
０
３
万
円
（
前
年
度
実

績
対
比
１
１
０
．
１
％
）
の
計
画
達
成
に

向
け
て
、
連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
取
り

組
む
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

生
産
資
材
価
格
の
高
止
ま
り
で
厳
し
い

状
況
が
続
く
中
、
生
産
者
が
安
定
経
営
で

き
る
生
産
販
売
・
再
生
産
単
価
を
品
目
ご

と
に
設
定
し
、
市
場
関
係
者
や
消
費
者
の

理
解
を
求
め
て
い
く
こ
と
な
ど
の
園
芸
事

業
活
動
方
針
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
物
流
の
２
０
２
４
年
問
題
」

に
つ
い
て
は
、
６
月
か
ら
前
日
荷
受
け
翌

日
出
荷
体
制
と
し
て
対
応
し
、
出
荷
量
な

ど
の
情
報
を
早
期
に
市
場
へ
発
信
す
る
こ

と
に
よ
り
、
有
利
販
売
に
つ
な
が
る
よ
う

努
め
て
い
ま
す
。

野菜販売対策会議の様子
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特集　高品質な野菜を安定的に消費地へ

園
芸
事
業
活
動
方
針

　

毎
年
の
よ
う
に
発
生
す
る
気
象
災

害
に
よ
る
不
安
定
な
収
穫
量
は
、
農
家

経
営
に
大
き
な
影
響
を
与
え
て
お
り
、

気
象
変
動
に
対
応
し
た
取
り
組
み
が

必
要
で
あ
り
、
特
に
も
高
温
に
対
す
る

栽
培
管
理
の
資
質
向
上
と
技
術
情
報

の
共
有
化
に
努
め
、
生
産
量
の
安
定
を

図
り
ま
す
。

　

農
業
経
営
は
生
産
資
材
費
、
雇
用
賃

金
の
上
昇
な
ど
経
営
環
境
は
厳
し
さ

を
増
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
を

打
破
す
る
べ
く
、
収
穫
量
の
増
大
に
取

り
組
む
と
共
に
再
生
産
価
格
の
検
証

と
販
売
先
、
消
費
地
へ
の
価
格
確
保
に

向
け
た
要
請
活
動
を
展
開
し
収
益
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
施
設
園
芸
に
お
い
て
遊
休
ハ

ウ
ス
の
有
効
活
用
な
ら
び
に
施
設
導

入
に
お
け
る
負
担
軽
減
に
Ｊ
Ａ
園
芸

ハ
ウ
ス
リ
ー
ス
事
業
化
を
図
り
生
産

拡
大
の
推
進
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

園
芸
産
地
と
し
て
目
指
す
べ
き
姿

に
つ
い
て
、
組
合
員
、
関
係
機
関
と
連

携
し
、
一
層
の
生
産
量
拡
大
と
販
売
強

化
に
努
め
、
消
費
地
か
ら
安
全
・
安
心

を
評
価
さ
れ
る
産
地
を
目
指
し
ま
す
。

◎
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
で
産
地
を
Ｐ
Ｒ

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、

ナ
ス
、
キ
ュ
ウ
リ
、
ミ
ニ
ト
マ
ト
の

夏
秋
野
菜
５
品
目
の
セ
ッ
ト
販
売

と
、
５
月
か
ら
11
月
の
長
期
に
わ
た

る
販
売
を
セ
ー
ル
ス
ポ
イ
ン
ト
に
、

生
産
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

６
月
25
日
に
は
東
京
荏
原
青
果

で
、
夏
秋
野
菜
５
品
目
の
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま
し
た
。

◎
動
画
で
産
地
を
発
信
中

　

Ｊ
Ａ
で
は
、
夏
秋
野
菜
５
品
目
の

産
地
Ｐ
Ｒ
動
画
を
作
成
し
、
ユ
ー

チ
ュ
ー
ブ
で
配
信
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
販
売
促
進
活
動
な
ど
で
配
布
す

る
Ｐ
Ｒ
チ
ラ
シ
も
作
成
し
ま
し
た
。

◎
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
情
報
発
信
を
開
始

　

生
産
者
に
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
利
用
し
、
生

産
に
係
る
気
象
情
報
や
病
害
虫
発
生
情
報
、
販
売
に
係
る
市
況

な
ど
の
情
報
を
部
会
員
に
よ
り
早
く
伝
え
て
い
き
ま
す
。

果菜５品目の部会代表者も参加しＰＲ産地ＰＲ動画をユーチューブで配信

新たに作成したＰＲチラシ

令和６年度野菜主力品目の作付状況と販売計画
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動画は
こちらから
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ト
マ
ト
部
会
で
は
、
９
〜
10
月
の

出
荷
量
拡
大
策
と
し
て
、
秋
ど
り
ト
マ
ト
や

硬
玉
品
種
の
導
入
、
高
温
対
策
と
し
て
遮
熱
資
材
の

利
用
や
外
気
導
入
の
推
進
に
よ
り
、
出
荷
量
の
増
加

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

な
す
生
産
部
会
で
は
、
品
質
重
視
の

出
荷
を
行
い
、
品
質
ク
レ
ー
ム
ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
効
率
的
な
輸
送
の
た
め
、１‒

１
パ
レ
ッ

ト
対
応
段
ボ
ー
ル
で
の
出
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。
市

場
担
当
者
と
の
情
報
交
換
を
密
に
し
、
有
利
販
売
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

ト
マ
ト
生
産
者
の

　

菅
原
宗
一
郎
さ
ん
（
一
関
市
滝
沢
）

　

就
農
し
て
２
年
目
で
す
。
昨
年
は
、
初
め
て
栽
培

に
取
り
組
み
ま
し
た
が
、
暑
さ
が
厳
し
い
年
で
大
変

だ
っ
た
経
験
か
ら
、
今
年
は
、
ハ
ウ
ス
に
遮
熱
剤
を

塗
布
し
ま
し
た
。
栽
培
は
思
っ
た
以
上
に
難
し
さ
は

あ
り
ま
す
が
、
手
を
か
け
た
分
収
量
が
上
が
っ
た
こ

と
を
実
感
し
ま
し
た
。
最
初
の
５
年
間
は
、
安
定
し

て
生
産
で
き
る
技
術
を
身
に
付
け
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 

ト
マ
ト
部
会

 

な
す
生
産
部
会

　夏秋野菜主力５品目の各部会では、生産基盤拡大に向けて高温などの気象災害に

負けない栽培技術の導入などさまざまな活動に取り組んでいます。今回は、その活動

と産地を支える新規生産者や担い手の思いを紹介します。

いわて平泉の産地づくりに向けて
夏秋野菜５品目　各部会の取り組み

ナ
ス
生
産
者
の

　

阿
部
和
恵
さ
ん
（
花
泉
町
花
泉
）

　

み
ん
な
の
意
識
を
統
一
す
る
こ
と
で
、
ク
レ
ー
ム

ゼ
ロ
の
実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
な
す
生
産
部

会
の
若
手
生
産
者
グ
ル
ー
プ
で
は
、「
ナ
ス
フ
ェ
ス
」

を
継
続
し
て
開
催
し
、
地
元
を
中
心
に
Ｐ
Ｒ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
今
年
は
市
外
や
首
都
圏
に
幅
を
広
げ
、

店
舗
数
も
増
え
ま
し
た
。
お
店
で
ナ
ス
料
理
を
提
供

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ナ
ス
を
た
く
さ
ん
の
人
に
食

べ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
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特集　いわて平泉の産地づくりに向けて　夏秋５品目　各部会の取り組み

　

き
ゅ
う
り
部
会
で
は
、
高
温
期

（
７
月
上
旬
か
ら
９
月
上
旬
）
の
フ
ケ
果
対

策
資
材
（
Ｆ
Ｈ
フ
ィ
ル
ム
）
の
使
用
を
継
続
し
、

品
質
の
安
定
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会
で
は
、
作
型
分
散
に

よ
り
長
期
安
定
出
荷
を
図
っ
て
い
ま
す
。
若
手
生
産

者
を
中
心
に
、
高
温
対
策
資
材
の
検
証
を
行
い
、
９

月
以
降
の
出
荷
量
の
安
定
化
に
向
け
取
り
組
み
ま
す
。

　

ピ
ー
マ
ン
部
会
で
は
、
長
期
安
定
出
荷

と
ク
レ
ー
ム
ゼ
ロ
に
向
け
、
目
ぞ
ろ
え
会
や
定
期
的

な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。
若
手
生
産
者
グ

ル
ー
プ
「
ハ
ッ
ピ
ー
ま
ん
」
の
活
動
を
活
発
に
行
い
、

他
の
地
域
の
若
手
生
産
者
と
の
交
流
や
、
技
術
向
上

に
向
け
、
知
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。

 

き
ゅ
う
り
部
会

 
ピ
ー
マ
ン
部
会

 

ミ
ニ
ト
マ
ト
部
会

ミ
ニ
ト
マ
ト
生
産
者
の

　

佐
々
木
和
典
さ
ん
（
大
東
町
中
川
）

　

ミ
ニ
ト
マ
ト
栽
培
を
始
め
て
４
年
目
で
す
。
年
に

よ
り
生
育
が
同
じ
で
は
な
い
た
め
、
難
し
さ
を
感
じ

て
い
ま
す
。
昨
年
は
例
年
に
な
い
暑
さ
の
影
響
を
受

け
た
た
め
、
今
年
は
遮
熱
剤
の
使
用
と
誘
引
方
法
の

工
夫
、
秋
ど
り
栽
培
の
比
率
を
増
や
し
、
栽
培
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
若
手
生
産
者
で
実
験
的
に
技
術

導
入
し
、
情
報
交
換
を
図
り
、
後
半
の
収
量
を
確
保

し
て
い
き
た
い
で
す
。

キ
ュ
ウ
リ
生
産
者
の

　

千
葉
敦
広
さ
ん
（
藤
沢
町
増
沢
）

　

昨
年
か
ら
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
か
ら
の
転
身
で
、
ゼ
ロ
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
キ
ュ
ウ
リ
栽
培
を
勧
め
て

く
れ
た
近
所
の
生
産
者
の
応
援
も
あ
り
、
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
年
は
面
積
を
増
や
し
、
病

気
に
強
く
収
量
が
多
い
品
種
に
挑
戦
し
、
昨
年
よ
り

長
期
間
出
荷
で
き
る
よ
う
目
指
し
て
い
ま
す
。

ピ
ー
マ
ン
生
産
者
の

　

畠
山
貴
一
さ
ん
（
室
根
町
矢
越
）

　

就
農
し
て
７
年
目
で
す
。
ピ
ー
マ
ン
は
扱
い
や
す

い
品
目
で
す
が
、
収
穫
量
に
波
が
あ
り
、
昨
年
は

高
温
に
よ
る
日
焼
け
果
の
発
生
も
重
な
っ
た
こ
と
か

ら
、
遮
光
剤
の
散
布
な
ど
の
対
策
を
し
、
長
期
安
定

出
荷
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
県
南
４
Ｊ
Ａ
の
ピ
ー
マ

ン
の
若
手
生
産
者
で
交
流
も
し
て
お
り
、
６
次
産
業

化
に
向
け
、
い
ろ
い
ろ
な
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
何

か
を
作
り
上
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
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